
なるほど THE 下水道

日本で最も古い近代下水道は、明治17年に造ら
れた神田下水（東京都）。レンガ造りのこの下水
道は、今でも一部、昔のままで使われています。
資料提供：公益社団法人 日本下水道協会

日本最古の下水道が
　　 現役で使われている！！

鹿角市の花、鳥、木である、「ベニヤマザクラ」、「声良鶏（こ
えよしどり）」、「ナナカマド」を基本としている。「声良鶏」は、
国指定天然記念物であり、日本三大長鳴鶏の一つとされ
ている。市民が融和団結しながら公共下水道事業を推進
していく鹿角を表している。
〈見学スポット〉鹿角市役所本庁舎１階市民談話室、花輪
地区の大町、中央通り、谷地田町などの歩道

艶やかなツバキが全面にデザインされたマンホール。男
鹿市の椿漁港近くの能登山周辺一帯が国内の自生北限
地帯とされ、国の天然記念物の指定を受けている。その椿
が図案化された。中央部には市章が配置されている。男
鹿市にはほかにも入道崎をモチーフにした柄や、黒松柄
のマンホールなどがある。
〈見学スポット〉男鹿駅前観光案内所そばなど

大潟村

男鹿市鹿角市
ＪＲ鹿角花輪駅前のロータリーには、
地元出身の彫刻家 相川善一郎作の
声良鶏の銅像が建っています！

能登山の椿には言い伝えが残っています。

男鹿のマンホールと一緒に、「能登山の椿」の

言い伝えも調べてみてはいかがでしょうか？

大潟村のマンホール蓋はカラーマンホールを採用せず、
中央に村章を配置しただけの簡素なデザインである。マ
ンホールの大半は道路敷でなく、住宅裏の官地にあり、
通常は人目に触れないことからデザインよりもイニシャル
コストを抑えることを重視したため。
〈見学スポット〉大潟村村民体育館横の緑地帯

村章は大潟村の

「オ」の文字を図案化

したもので、限りない大潟村の

躍進を象徴しています。
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ご存じですか？ 私たちが住んでいる地域のマン

ホールの蓋には伝統や歴史、特産物など、各市

町村の特徴がよく表されたデザインが施されて

います。普段何気なく見過ごされがち

なマンホールですが、ちょっとした

新しい発見をしてみませんか？
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掲載のマンホールデザインは、各市町村において現在設置されているものの一部で、地域により異なるデザインが施されているものもあります。ぜひ探してみてください。その際には、くれぐれも交通安全にお気をつけくださいね。 ★天ぷら油は、直接排水溝に流さず古新聞などに吸わせて、燃えるゴミとして捨てましょう。 〈順不同〉


